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議会傍聴型 議会見学型 出前講座型

特 徴
本会議の開催中に
実際に傍聴します

議員が学校に訪問し、
議会の説明をします

実施場所 市役所 市役所 学　校

議会の説明 ● ● ●

本会議の傍聴 ●

議会フロア見学 ● ●

議員への質問 ● ●

学習の流れ
・議会の説明 15分
・本会議の傍聴 30分
・議会フロア見学 15分

・議会の説明 15分
・議員への質問 20分
・議会フロア見学 30分

・議会の説明 10分
・議員への質問 20分

議員の自己紹介14:00

担当議員が自己紹介します。

学習①　議会の流れ 14:05

議員が議会の仕組みについて説明します。

学習②　議員ってどんな仕事？14:15

終わりの挨拶15:00

学習③　議会フロアの見学 14:35

普段入る機会のない議場や委員会室、正副議
長室、応接室、議会図書室などを見学します。

児童生徒の代表者が、学んだことや
感想などを伝えます。

上野広報広聴委員

普段入る機会のない
議場や委員会室などを

見学します

実
施
項
目

中
学
生
の
皆
さ
ん
に
、
市
議
会
の
仕
組
み

や
、
議
員
の
仕
事
な
ど
に
つ
い
て
知
っ
て

も
ら
う
た
め
、
平
成
27
年
度
か
ら
議
会
学
習
を

実
施
し
て
い
ま
す
。令
和
７
年
度
は
、約
２
３
０

人
の
児
童
・
生
徒
の
皆
さ
ん
が
議
会
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。

会
学
習
は
、
市
議
会
広
報
広
聴
委
員
会
が

市
内
の
小
学
５
・
６
年
生
、
中
学
生
を
対

象
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
若
い
世
代
か
ら
議
会

に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
令
和
８
年

度
も
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。
　

　
議
会
学
習
に
は
３
つ
の
形
式
が
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
学
校
に
合
っ
た
形
式
を
選
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
す
。

小議

参
加
い
た
だ
い
た
小
中
学
生

の
皆
さ
ん
、あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
！

※実施日順に記載
渡邉希広報広聴委員

ある学校の議会学習（議会見学型）の流れ

議員にインタビューし、市政や議会についての理解
を深めます。また、議員という職業に触れることで、
働くことに対する考え方を学習します。

児童・生徒、先生の
感想を一部紹介します！・
議
員
は
市
民
の
願
い
や
困
り
ご

と
を
聴
い
て
、
も
っ
と
幸
せ
に

暮
ら
す
に
は
ど
う
す
れ
ば
良
い

か
を
日
々
考
え
て
い
る
こ
と
を

知
り
、
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

　
（
中
学
３
年
生
）

・
市
議
会
で
は
私
た
ち
の
生
活
に

関
わ
る
こ
と
を
話
し
合
っ
て
い

る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

18
歳
に
な
っ
た
ら
選
挙
に
行
き

た
い
と
思
い
ま
し
た
。

（
小
学
６
年
生
）

・
議
員
が
日
々
ど
の
よ
う
な
思
い

で
業
務
に
向
き
合
っ
て
い
る
の

か
を
伺
う
こ
と
で
、
子
供
達
は

上
越
の
課
題
や
将
来
の
姿
な
ど

に
考
え
を
巡
ら
せ
て
い
る
よ
う

で
し
た
。
　
　
　
　
（
先
生
）

下
黒
川
小
学
校
　
６
年
生

稲
田
小
学
校
　
　
６
年
生

中
郷
小
学
校
　
　
６
年
生

黒
田
小
学
校
　
　
６
年
生

上
下
浜
小
学
校
　
６
年
生

国
府
小
学
校
　
　
６
年
生

大
和
小
学
校
　
　
６
年
生

潮
陵
中
学
校
　
　
３
年
生

八
千
浦
小
学
校
　
６
年
生

《
令
和
７
年
度
実
施
校
》
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子育て相談、
子どもの遊び場

・子育て相談ができる場
・冬でも遊べる広いスペース
・高齢者が育児等の知恵を
伝える場

高齢者の活動の場

・生きがいづくり・若者との
ふれあい
・育児等の知恵を若者に伝え
る

多世代交流、
地域活性化の場

・地域コミュニティの拠点
・世代間交流を通じた地域の
活性化
・乳幼児とのふれあい、思い
やり・感謝の心の醸成の場

4 １

3/16㊊～19㊍ 3/3㊋～12㊍

令和８年度の予算などを審議する

３月定例会

3/24㊋

委員会 本会議

サテライトオフィス等家賃補助金
01
point

●予算額：699 万円

補助率を 10分の 10 に引き上げた背景は何か。

本会議 本会議

当市に進出する企業の財政負担を軽減すると
ともに、他の自治体との差別化を図り、上越市
を選んでもらうためのインセンティブとする
ためである。

2/27㊎

2

１年間で使うお金歳出入ってくるお金

“使い道”
歳入

令和８年度予算みんなのお金の

※端数処理のため、総額と内訳の合計が一致しない場合があります。

多世代交流プレイス
02
point

●予算額：1,584万円

多世代交流プレイス（機能）

子育て
支援団体

地域
活動団体

区総合事務所
（活動の後方支援）

サテライトオフィスって何？
何かメリットはあるの？

上越市にオフィスを開設
するにあたってのお役立
ち情報を掲載している「サ
テライトオフィス開設の
ススメ」を市のホームペー
ジで公開しています。

３月定例会の流れ

　３・６・９・12 月に開催される定例会のうち、３月
定例会の内容をお届けします。３月定例会は、主に新
年度の予算を審議する予算議会と称されており、事
業の計画や方針などについて審議しました。

3

　当市への企業進出時の初期費用の負担を
軽減するため、サテライトオフィス等の開
設に係るオフィスの賃借料を補助する予算
案が提案されました。

■ 議員のＱ＆市のＡ ■

本社・支社などとは別の場所に設けられ
た小規模な業務拠点のことです。生産性
の向上や、有事・災害の際のリスク回避な
どのメリットがあると言われています。

■ 議員のＱ＆市のＡ ■

議会は議案のココに注目！

市
長
に
よ
る
議
案
等
の
提
案
説
明

総
括
質
疑

　
提
案
さ
れ
た
議
案
等
に
対
し
議
員
が
質
疑

委
員
会
付
託

　
４
つ
の
常
任
委
員
会
に
審
査
を
付
託

各
常
任
委
員
会
に
よ
る
審
査

　
総
務
・
厚
生
・
農
政
建
設
・
文
教
経
済

　
常
任
委
員
会
に
分
か
れ
て
付
託
案
件
を
審
査

一
般
質
問
（
関
連
記
事
10
ペ
ー
ジ
）

　
議
員
が
市
政
全
般
に
わ
た
っ
て
質
問
し
、

　
市
の
見
解
を
聞
く

委
員
長
報
告

　
各
常
任
委
員
会
で
の
審
査
結
果
を

　
全
員
で
共
有

討
論
（
関
連
記
事
８
ペ
ー
ジ
）

　
議
案
等
に
対
し
て
賛
成
か
反
対
か
を
表
明

　
し
、
同
調
を
呼
び
か
け
る

採
決
（
関
連
記
事
９
ペ
ー
ジ
）

　
議
案
等
の
可
否
を
決
定

民生費
344億円

教育費
108億円

衛生費
79億円

消防費
42億円

農林水産業費
33億円

商工費
26億円

労働費
1億円 議会費ほか

6億円

総務費
171億円公債費

143億円

土木費
131億円

歳出総額
1,084 億円

諸収入
30億円

繰入金
20億円

繰越金
18億円

使用料および手数料
16億円

寄付金
15億円

財産収入ほか
9億円

市税
325億円

地方交付税
262億円

国庫支出金
136億円

市債
88億円

県支出金
82億円

地方消費税交付金
59億円

地方譲与税
11億円

法人事業税交付金
6億円 地方特例

交付金ほか
8億円

歳入総額
1,084 億円

　子どもの遊び場や子育て相談のほか、子
どもから高齢者まで幅広い世代が集う「多
世代交流プレイス」を柿崎区・板倉区にあ
る既存の公共施設内に整備する予算案が提
案されました。

地域の住民組織等への運営業務の委託を考
えている。受託団体が、地域で活動する子
育て団体やスポーツ団体などと連携して事
業を展開する中で、世代や分野を超えた交
流が生まれ、自主的な交流へと発展し、地
域全体の活性化につながることを目指す。

運営にあたり、どのような体制を構築し、
幅広い世代の交流が生まれる仕組みを設計
するのか。
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取 組 名 実施内容

南城浄水場
説明看板設置

事業創設時から現存する浄水施設
を紹介する看板を設置

記念碑設置
100 年の歴史の象徴としてガス水
道局庁舎前に記念碑１基を設置

記念消火栓設置
積み重ねてきた水道事業の歴史を
象徴する記念消火栓 1基を設置

記念誌制作
100 年の歴史と歩みを記録し、その
足跡を後世に伝える記念誌を制作

ロゴマーク制作
100 年の歴史と未来への使命を象
徴するロゴマークを制作

ボトルウォーター
製造

水道水のおいしさをPRするため、
城山浄水場の水道水を詰めたボト
ルウォーターを製造

ガス水道だより
特別号

100 年の歴史等を紹介する「ガス
水道だより特別号」を発行

給水機設置
当市の水道水の品質や安全性を
PR する給水機 1 基を高田城址公
園オーレンプラザ内に設置予定

ガス水道フェア

水道事業の関心を高める取組
・ガス水道局のお仕事体験
・塗り絵
・水に関する実験会
・歴史パネル展

感謝状贈呈
水道事業に貢献された方々へ感謝
状を贈呈

●予算額：1,595 万円
●予算額：162 万円

●対象者：就学援助制度を利用する世帯の小学
4 年生から中学 3 年生までの児童等 

07
point

100 年の歴史と未来への使命を
象徴するロゴマーク

～  水道事業 100 周年記念事業の主な取組一覧  ～

●予算額：1億 3,670 万円

円滑な移行のために、どのような準備を行って
いるか。

●予算額：190 万円

令和 8年 4月から 16歳以上の者による自転
車の一定の交通違反に対して、交通反則通告
制度（青切符）が適用されました。 

≪ ≫

主な取組は何か。 

高田城址公園内に、積雪に対応した背の高い
多雪型の記念消火栓を 1 基設置する。また、
水道水のおいしさを PR するため、城山浄水
場の水道水を使用した 500 ミリリットルの
ウォーターボトルを製造し、各種イベントで
配布する。さらに、100 年の歴史を象徴する
ロゴマーク入りのマグネットステッカーを製
作し、ガス水道局の公用車 66台に貼付して、
広報活動に活用する。 

対象となる高校生への指導や啓発活動をど
のように行っていくのか。 

高校にチラシを配布するなど、警察署や交通
安全協会と連携しながら啓発を行っていく。 

自転車安全利用五則

■ 議員のＱ＆市のＡ ■

■ 議員のＱ＆市のＡ ■

■ 議員のＱ＆市のＡ ■

■ 議員のＱ＆市のＡ ■
■ 議員のＱ＆市のＡ ■

■ 議員のＱ＆市のＡ ■

　所得の少ない世帯の児童等が抱える特有の課題に
対応し、学習支援や基本的な生活習慣の習得支援、食
事の提供等を行い、生活の向上を図るための予算案が
提案されました。 

　令和 9年 4月に予定する牧中学校と雄志中学校の統
合に向け、雄志中学校の改修工事等を進めるとともに、
統合前から学校間の交流を促進し、円滑な移行を図る
ための予算案が提案されました。 

　棚田の持つ価値や魅力をいかした販売促進等により、中
山間地域における農業所得の向上と棚田の維持・保全・活用
による地域活性化を図るための予算案が提案されました。 

　令和 8年 6月に水道事業が給水開始から 100周
年の節目を迎えることから、記念事業を実施する
ための予算案が提案されました。 

　市民の交通安全に対する意識の向上を図るため、
年代に応じた教育、啓発活動を実施する予算案が提
案されました。 

　あらゆる障壁のない誰もが安全・安心で快適に暮らせ
るまちの実現を目指すための予算案が提案されました。 

児童生徒や保護者からは、成績の向上につな
がった、子どもの成長や変化を感じられた等の回
答があった。課題としては、教育実習と重なる
時期における学生講師の確保が難しいことが
挙げられる。 

令和７年度から生徒の交流活動を始めたほか、
テストのやり方等について、両校の先生が話
し合いを重ねるなどしている。 

棚田米のロゴマークシールは棚田で生産された米を
対象としているが、配布方法等について聞きたい。 

市へ個別に申し出のあった棚田の生産者に、行政
の管理の下で希望数を配布する。また、米袋に印
刷するなど、個人販売でも利用しやすいデジタル
データでの提供準備も進めている。 

ユニバーサルデザイン指針に基づく施設修繕に関
連して、令和 8年度に行うトイレの改修に併せて、
人工肛門、膀胱の人のためのオストメイト対応設
備等を取り入れてはどうか。

ユニバーサルデザイン指針の中に推奨事項として
入っているため、今後も設置を推進していく。 

事業の成果や課題をどのように捉えているか。

上越市では、「人にやさしいまち
づくり」を進めるため、ユニバ 
ーサルデザインの普及・啓発活
動に取り組んでいます。市民が
互いに理解し、協力しながらユ
ニバーサルデザインに配慮した
人にやさしいまちづくりを進め
ていきましょう。

04
point

03
point

05
point

08
point

06
point

水道事業 100 周年記念事業 子どもの学習・生活支援事業棚田米販売促進事業

牧中学校・雄志中学校の統合自転車の交通安全 ユニバーサルデザイン指針に基づくトイレ改修

●予算額：797 万円

●予算額：976 万円

・車道が原則、左側通行　歩道は例外、歩行者を優先
・交差点では信号と一時停止を守って、安全確認
・夜間はライトを点灯　・飲酒運転は禁止
・ヘルメットを着用

上越市棚田米
商品名・ロゴマーク

上越市立雄志中学校
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審 議 結 果
◎：全員賛成で可決　○：賛成多数で可決　×：賛成少数で否決

議案等名 審議
結果 議案等名 審議

結果

議案第5号 令和８年度上越市一般会計予算 ⃝ 議案第29号 上越市介護保険条例の一部改正について ◎

議案第6号 　　　　〃　　　国民健康保険特別会計予算 ⃝ 議案第30号 上越市国民健康保険税条例の一部改正について ⃝

議案第7号 　　　　〃　　　診療所特別会計予算 ◎ 議案第31号 上越市児童館条例の一部改正について ◎

議案第8号 　　　　〃　　　介護保険特別会計予算 ⃝ 議案第32号 上越市妊産婦及び子どもの医療費助成に関する条例の一
部改正について ◎

議案第9号 　　　　〃　　　後期高齢者医療特別会計予算 ⃝ 議案第33号 上越市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運
営に関する基準を定める条例の一部改正について ◎

議案第10号 　　　　〃　　　病院事業会計予算 ⃝ 議案第34号 上越市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を
定める条例の一部改正について ◎

議案第11号 　　　　〃　　　ガス事業会計予算 ⃝ 議案第35号 上越市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準
を定める条例の一部改正について ◎

議案第12号 　　　　〃　　　水道事業会計予算 ⃝ 議案第36号 上越市法定外公共物管理条例及び上越市準用河川管理条
例の一部改正について ◎

議案第13号 　　　　〃　　　下水道事業会計予算 ⃝ 議案第37号 上越市ガス水道事業管理者の給与及び旅費に関する条例
の一部改正について ⃝

議案第14号 令和７年度上越市一般会計補正予算（第７号） ◎ 議案第38号 上越市企業振興条例の一部改正について ◎

議案第15号 　　　　〃　　　国民健康保険特別会計補正予算（第３号） ◎ 議案第39号 上越市立学校条例の一部改正について ◎

議案第16号 　　　　〃　　　介護保険特別会計補正予算（第３号） ◎ 議案第40号 上越市奨学基金条例の一部改正について ◎

議案第17号 　　　　〃　　　後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） ◎ 議案第41号 上越市過疎地域持続的発展計画の策定について ◎

議案第18号 　　　　〃　　　水道事業会計補正予算（第３号） ◎ 議案第42号 工事請負変更契約の締結について ◎

議案第19号 　　　　〃　　　下水道事業会計補正予算（第３号） ◎ 議案第43～45号 財産の取得について（ロータリ除雪車） ◎

議案第20号 上越市特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定
める条例の制定について ◎ 議案第46、47号 　　　　〃　　　　（除雪ドーザ１６ｔ級） ◎

議案第21号 上越市行政手続条例の一部改正について ◎ 議案第48～52号 　　　　〃　　　　（除雪ドーザ１１ｔ級） ◎

議案第22号 上越市議会政務活動費の交付に関する条例の一部改正に
ついて ◎ 議案第53号 　　　　〃　　　　（小形除雪車１．３ｍ級） ◎

議案第23号 上越市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償
に関する条例の一部改正について ◎ 報告第2号 専決処分した事件の承認について（令和７年度上越市一

般会計補正予算（専第６号）） ◎

議案第24号 議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一
部改正について ⃝ 報告第3号 専決処分した事件の承認について（令和７年度上越市一

般会計補正予算（専第７号）） ◎

議案第25号 特別職の職員の給与に関する条例の一部改正について ⃝ 請願第1号 物価上昇に見合う老齢基礎年金等の引き上げを求める請願 ×

議案第26号 教育長の給与、勤務時間その他の勤務条件及び職務に専
念する義務の特例に関する条例の一部改正について ⃝ 同意案第1号 上越市副市長の選任について ◎

議案第27号 上越市消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条
例の一部改正について ◎ 同意案第2～25号 上越市農業委員会委員の任命について ◎

議案第28号 上越市廃棄物の減量及び適正処理等に関する条例の一部
改正について ⃝ 発議案第1号 上越市議会基本条例の一部改正について ◎

賛　成
久比岐野

１月臨時会（1月30日）

賛　成
市民クラブ

賛　成
みらい

賛　成
つなぐ

反　対
日本共産党議員団

賛　成
市民クラブ

賛　成
日本共産党議員団

橋
本
議
員

髙
橋
議
員

平
良
木
議
員

熊
倉
議
員

関
川
議
員

中
土
井
議
員

橋
爪
議
員

　多世代交流プレイスの開設や公共施設等の
トイレの改修など、市民の身近なところから
政策実現へと向かう市長の姿勢を強く反映し
た予算であることを評価する。 

　人口減少という厳しい状況の中でも、限ら
れた予算で観光分野・医療分野などの重要分
野を意識した予算となっており、将来に向け
た基盤づくりと市民生活の安定の両立を図る
内容であることを評価する。 

　ふるさと納税への取組が強化・拡充された
ことや、奨学金返還への支援が拡充されるな
ど、必要な行政サービスの基盤を確保した上
で、可能な限り市長の思いを形にした予算で
あることを評価する。 

　市民生活の質の向上、地域医療・コミュニ
ティーの維持・強化、観光・経済の活性化を
一体的に進めるバランスのとれた予算である
ことを評価する。 

　議会として地方自治法に基づき、市民の厳
しい生活実態を国に伝える責務がある。全て
の国民が安心して生活できるよう、基礎年金
に対する信頼を続けられる形への再構築を求
める意義は大きい。

　物価上昇に見合う老齢基礎年金の支給を改
善してほしい、若者も女性も高齢者も安心し
て老後を暮らせるように改善を図ることは当
然のことである。 

　異常な物価高騰で市民の生活は厳しく追い
詰められている状況にもかかわらず、その対
応が弱いことや、センター病院改築に係る設
計費用が予算計上されていないことなどか
ら、14議案に反対する。 

●令和 7年度上越市一般会計補正予算等 5件を審議
・国の物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金を活
用し、生活者・事業者支援を行うための経費を増額
・そのほか、年初からのまとまった降雪により不足が見
込まれる、市道の除排雪に係る経費などを増額
・補正額　50億 8,023 万円
・令和 7年度予算規模　1,111 億 6,619 万円
・すべての議案に対し、全員賛成で可決

市長提出議案に対して

討論とは、提案された議案等に対して､ 議員が賛成か反対かを
表明するものです。討論の内容も踏まえて、採決に進みます。

請願第 1号に対して

賛否が分かれた議案等、私はこう判断！

議
案
等
番
号

審　
議　
結　
果

合計 久比岐野 市民クラブ つなぐ 日本共産党
議員団 みらい 公明党 参政党 会派に

属さない議員

賛　
　
成

反　
　
対

降
旗
太
地

大
島
美
香

草
間
和
幸

安
田
佳
世

ス
ト
ラ
ッ
ト
ン
恵
美
子

橋
本
洋
一

飯
塚
義
隆

江
口
修
一

熊
倉
隆
将

山
本
佳
洋

中
土
井
か
お
る

高
山
ゆ
う
子

小
林
和
孝

こ
ん
ど
う
彰
治

本
城
文
夫

平
原
留
美

滝
澤
陽
一

関
川
信
之

宮
﨑
朋
子

平
良
木
哲
也

上
野
公
悦

橋
爪
法
一

牧
井
邦
生

髙
橋
浩
輔

櫻
庭
節
子

西
沢
智
子

山
田
忠
晴

渡

邉　

希

伊
﨑
博
幸

宮
川
大
樹

滝
沢
一
成

渡

邉　

隆
5、6、8 ～13、
24～26、28、
30、37

可　決 28 3 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × × × ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ −

請願 1 不採択 12 19 × × × × × × ◯ × ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × × × × ◯ ◯ ◯ × × × × × × × × ◯ −

〇 : 賛成　× : 反対　なお、議長（渡邉隆）は採決に加わらない



● 滝澤陽一　上越妙高駅の駐車場不足への対応 / 公共施設の受益者負担適正化

● こんどう彰治　企業誘致 / 人口減少対策 / 儀明川ダム本体工事の早期着手

● 中土井かおる　除雪困難者への支援 / 町内会等のデジタル導入支援 / 個別避難計画

● 橋本洋一　スポーツイベントによる地域活性化

● 櫻庭節子　特別豪雪地帯における国への要望 / 空き家の活用

● 平原留美　デジタル技術の活用 / 上越妙高駅を基点とした観光施策

● 宮﨑朋子　若年女性の流出対策 / 大雪時の高齢者支援

● 江口修一　センター病院の改築 / 公の施設の削減 / 持続可能な財政運営

● 山田忠晴　感震ブレーカーの普及促進 / RSウイルス感染症の定期接種

● 髙橋浩輔　文化財の保存・活用 / 名立区における小水力発電事業

● 牧井邦生　江戸城の北の空と謙信公

● 宮川大樹　上下浜小学校・下黒川小学校の柿崎小学校への編入統合

● 渡邉希　少子化対策の見直し

● ストラットン恵美子　ネクストGIGA構想 / 給食費無償化と質の確保

● 飯塚義隆　工業団地の整備方針 / 黒井藤野新田線の整備促進

● 上野公悦　訪問介護事業の処遇改善

● 山本佳洋　フリースクールの認定

● 滝沢一成　地下水保全の権限移譲 / 地籍調査・3D都市モデルの推進

● 安田佳世　指定避難所の選定 / 小木直江津航路の活性化

● 高山ゆう子　今後の観光施策 / 市役所市民ホールの賑わい

● 平良木哲也　防犯灯の更新費用

● 橋爪法一　災害救助法の適用範囲

　一般質問とは、議員が市の行政全般にわたって、市長や教育長等に方針・見解・事実の説明・
報告などを求めるものです。今定例会では、22 人が登壇し、論戦を繰り広げました。その中か
ら一部抜粋して掲載します。 

皆さんは、どのテーマに関心がありますか？ 

二次元コードを読み取ると、その議員の一般質問の動画を視聴できます。

11ページ

12 ページ

13 ページ

14 ページ
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16 ページ
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自
宅
前
の
除
雪
が
困
難
な
市
民
に
つ
い
て
、
除
雪

支
援
者
登
録
制
度
の
よ
う
な
マ
ッ
チ
ン
グ
の
仕
組
み
づ

く
り
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　
地
域
の
状
況
変
化
を
見
据
え
、地
域
か

ら
の
要
望
や
意
見
の
把
握
に
努
め
る
と
と

も
に
、県
内
の
取
組
事
例
な
ど
も
参
考
に
し

な
が
ら
、
導
入
可
能
性
を
検
討
す
る
。

町
内
会
等
の
デ
ジ
タ
ル
導
入
の
支
援
を
！

　
　
地
域
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
り
、
災
害
時
等
に
近
隣

住
民
の
状
態
把
握
が
迅
速
に
で
き
、
見
守
り
体
制
づ
く

り
に
も
有
効
と
考
え
る
が
、
支
援
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　
お
困
り
の
町
内
会
に
対
し
、
デ
ジ
タ
ル
活
用
に
よ

る
円
滑
な
連
絡
体
制
の
構
築
に
寄
与
で
き
る
よ
う
、
助

言
や
情
報
提
供
に
努
め
る
。

命
を
守
る
個
別
避
難
計
画
を
作
ろ
う
！

　
　
避
難
が
困
難
な
人
の
避
難
計
画
を
町
内

会
の
み
で
作
成
す
る
に
は
限
界
が
あ
る
た
め
、

専
門
職
が
関
与
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
等
に
対
し
、日
常
業
務

の
中
で
把
握
し
て
い
る
要
支
援
者
の
配
慮
事
項
を
、
必

要
に
応
じ
て
避
難
支
援
関
係
者
と
共
有
す
る
た
め
、
日

頃
か
ら
地
域
と
顔
の
見
え
る
関
係
を
築
く
よ
う
に
依
頼

し
た
。
今
後
も
専
門
職
が
関
与
す
る
中
で
、
よ
り
実
効

性
の
高
い
個
別
避
難
計
画
の
作
成
に
取
り
組
む
。

　
　
税
源
涵
養
の
た
め
に
は
企
業
誘
致
が
必
須
で
あ
る

と
考
え
る
が
、
当
市
の
現
状
は
ど
う
か
。

　
　
大
潟
工
業
団
地
の
整
備
を
進
め
、
新
た
な
工
業
用

地
の
確
保
に
向
け
た
整
備
方
針
の
策
定
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
ま
た
、
若
者
や
女
性
、
子
育
て
世
代
の
働
く
場

の
創
出
に
向
け
、
Ｉ
Ｔ
企
業
の
更
な
る
誘
致
を
図
る
。

　
　
自
主
財
源
を
確
保
す
る
た
め
、
本
社
機
能
の
あ
る

企
業
に
進
出
し
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
本
社
機
能
の
誘
致
は
、
非
常
に
厳
し
い
。
分
社
化

な
ど
を
念
頭
に
置
き
、
誘
致
活
動
を
行
う
。

人
口
減
少
を
食
い
止
め
る
施
策
は

　
　
地
元
へ
の
定
住
、
就
職
を
図
る
た
め
、
大
学
な
ど

を
卒
業
し
た
学
生
を
対
象
と
し
た
奨
学
金
返
還
支
援
制

度
を
、
中
退
し
た
学
生
に
も
拡
充
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
実
態
を
把
握
し
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
検
討
し
た
い
。

　
　
人
口
の
社
会
減
は
若
年
女
性
の
転
出
超
過
が
大
き

な
要
因
と
考
え
る
が
、
そ
の
対
策
は
ど
う
か
。

　
　
子
育
て
支
援
策
の
拡
充
や
リ
ス
キ
リ
ン
グ
機
会
の

提
供
な
ど
、
総
合
的
な
対
策
を
講
じ
る
。

儀
明
川
ダ
ム
本
体
工
事
の
早
期
着
手
を

　
　
公
約
で
あ
る
早
期
着
手
を
ど
う
実
現
す
る
の
か
。

　
　
令
和
７
年
11
月
に
国
土
交
通
省
へ
流
域
治
水
対
策

の
推
進
を
要
望
し
た
。
事
業
の
推
進
に
向
け
、
期
成
同

盟
会
と
連
携
し
な
が
ら
、
国
・
県
に
働
き
か
け
る
。

　
　
今
冬
の
大
雪
で
上
越
妙
高
駅
の
駐
車
場
が
不
足
し
、

新
幹
線
に
乗
車
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
話
を
聞
く
が
、

市
に
対
し
て
そ
の
よ
う
な
苦
情
や
連
絡
は
あ
っ
た
か
。

　
　
今
冬
の
大
雪
に
よ
り
、
駅
周
辺
の
市
営
・
民
営
合

わ
せ
て
約
９
０
０
台
分
あ
る
駐
車
場
の
う
ち
駐
車
可
能

な
台
数
が
約
６
２
０
台
分
に
減
少
し
、
駅
利
用
者
へ
の

影
響
が
生
じ
た
。
市
に
は
苦
情
等
が
数
件
寄
せ
ら
れ
た

ほ
か
、
民
間
駐
車
場
の
運
営
事
業
者
に
も
同
様
の
苦
情

が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
と
聞
い
て
い
る
。

　
　
駐
車
場
不
足
に
つ
い
て
、
市
の
責
任
で
降
雪
の
影

響
が
少
な
い
立
体
駐
車
場
な
ど
を
整
備
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
駐
車
場
の
利
用
動
向
の
変
化
は
も
と
よ
り
、
妙
高

地
域
の
リ
ゾ
ー
ト
開
発
に
伴
う
需
要
増
加
が
見
込
ま
れ

る
こ
と
を
踏
ま
え
、
現
在
、
今
後
の
上
越
妙
高
駅
周
辺

の
駐
車
場
の
在
り
方
を
含
む
方
向
性
に
つ
い
て
検
討
を

進
め
て
い
る
。
今
後
、
駅
利
用
者
に
と
っ
て
必
要
な
機

能
の
確
保
を
図
っ
て
い
く
。

公
共
施
設
利
用
料
の
受
益
者
負
担
の
適
正
化
を

　
　
受
益
者
負
担
適
正
化
に
お
け
る
利
用
料
減
免
基
準

の
見
直
し
は
、
そ
の
必
要
性
を
市
民
に
し
っ
か
り
と
説

明
し
、
理
解
や
協
力
を
得
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
減
免
の
適
用
を
受
け
て
い
る
団
体
等
に
対
し
て
、

施
設
の
収
支
状
況
等
を
説
明
す
る
な
ど
、
ご
理
解
を
い

た
だ
け
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

こ
ん
ど
う　
彰
治（
市
民
ク
ラ
ブ
）

税
源
涵
養
の
た
め
の

企
業
誘
致
を

滝
澤　
陽
一
（
つ
な
ぐ
）

上
越
妙
高
駅
の

駐
車
場
不
足
へ
の
対
応
を

中
土
井　
か
お
る（
市
民
ク
ラ
ブ
）

除
雪
困
難
な
人
も
安
心
し

て
生
活
で
き
る
仕
組
み
を

A

A

AAA

AAAA

AA Q

Q

QQQ

QQQQ

QQ
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豪
雪
地
帯
に
生
き
る
こ
と
は
、
そ
れ
自
体
が
金
銭

的
に
も
人
材
確
保
の
面
で
も
大
変
厳
し
い
。
新
潟
県
、

特
に
全
国
屈
指
の
特
別
豪
雪
地
帯
で
あ
る
上
越
市
は
、

よ
り
手
厚
い
支
援
が
見
込
め
る
新
た
な
制
度
の
創
設
な

ど
を
国
に
対
し
て
強
く
要
望
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
今
冬
は
長
期
に
わ
た
る
寒
波
の
影
響
で
市
内
全
域

が
大
雪
に
見
舞
わ
れ
、
大
島
区
で
災
害
救
助
法
が
適
用

さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
市
道
除
排
雪
に
係

る
経
費
と
し
て
総
額
56
億
円
に
及
ぶ
予
算
を
確
保
す
る

な
ど
、
市
の
財
政
負
担
の
増
大
を
踏
ま
え
、
国
土
交
通

省
、
総
務
省
、
財
務
省
に
赴
き
、
除
排
雪
費
に
対
す
る

特
別
交
付
税
や
、
臨
時
特
例
措
置
な
ど
に
よ
る
財
政
支

援
を
要
望
し
て
き
た
。
今
後
も
機
会
を
捉
え
て
先
頭
に

立
っ
て
要
望
活
動
を
行
い
、
雪
国
で
暮
ら
す
人
々
に
よ

り
適
切
な
支
援
を
い
た
だ
け
る
よ
う
取
り
組
む
。

積
極
的
な
空
き
家
の
活
用
を

　
　
「
上
越
市
空
き
家
情
報
バ
ン
ク
」
に
登
録
さ
れ
て

い
な
い
空
き
家
が
市
内
に
多
数
あ
る
が
、
他
市
の
例
に

あ
る
よ
う
に
外
部
人
材
を
登
用
し
た
制
度
で
、
よ
り
積

極
的
な
空
き
家
の
活
用
に
取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
外
部
人
材
の
活
用
は
、
民
間
な
ら
で
は
の
柔
軟
な

発
想
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
空
き
家
を
地
域
資
源
と
し

て
新
た
な
価
値
に
つ
な
げ
る
可
能
性
を
有
し
て
い
る
。

課
題
も
あ
る
が
、
他
市
の
事
例
を
参
考
に
し
な
が
ら
、

引
き
続
き
外
部
人
材
の
活
用
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
く
。

　
　
令
和
７
年
に
自
転
車
イ
ベ
ン
ト
の
「
光
ヶ
原
高
原

ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
」
と
「
上
越
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ス
タ
」
が

開
催
さ
れ
、
多
く
の
参
加
者
で
大
変
な
に
ぎ
わ
い
を
見

せ
た
。
市
内
で
は
こ
の
他
に
も
様
々
な
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ

ン
ト
が
開
催
さ
れ
て
い
る
が
、
市
と
し
て
よ
り
積
極
的

な
支
援
を
行
い
、
更
な
る
地
域
の
活
性
化
と
に
ぎ
わ
い

の
創
出
に
つ
な
げ
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
は
、
楽
し
さ
や
喜
び
、
感
動
、

共
感
と
い
っ
た
要
素
が
、
人
と
人
、
人
と
地
域
を
結
び

付
け
、
教
育
的
な
効
果
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
活
性
化

や
に
ぎ
わ
い
の
創
出
に
も
つ
な
が
る
な
ど
、
市
の
発
展

に
と
っ
て
大
変
重
要
な
取
組
だ
と
認
識
し
て
い
る
。
こ

れ
ま
で
広
報
活
動
や
運
営
ス
タ
ッ
フ
な
ど
の
人
的
支
援

の
ほ
か
、
運
営
費
を
補
助
す
る
財
政
的
支
援
に
取
り
組

ん
で
き
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ

ン
ト
が
も
た
ら
す

様
々
な
恩
恵
に
つ
い

て
は
十
分
承
知
し
て

お
り
、引
き
続
き
、こ

れ
ま
で
の
支
援
を
継

続
し
つ
つ
、今
後
も
主

催
者
の
主
体
性
を
尊

重
し
な
が
ら
、必
要
に

応
じ
て
適
切
な
支
援

策
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
地
域
Ｄ
Ｘ
の
推
進
体
制
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

　
　
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
地
域
の
課
題
解
決
や
活
性
化
を

図
る
有
効
な
手
段
の
一
つ
と
し
て
捉
え
る
と
と
も
に
、

デ
ジ
タ
ル
化
に
伴
う
社
会
の
変
化
を
見
据
え
な
が
ら
、

様
々
な
分
野
に
お
い
て
取
組
を
進
め
て
い
る
。
３
名
の

専
門
人
材
か
ら
は
、
大
き
な
方
向
性
や
貴
重
な
ノ
ウ
ハ

ウ
が
示
さ
れ
て
お
り
、
今
後
の
市
政
の
各
分
野
で
の
Ｄ

Ｘ
推
進
に
、
し
っ
か
り
と
活
か
し
て
い
く
。

　
　
上
越
妙
高
駅
周
辺
に
集
積
し
て
い
る
Ｉ
Ｔ
企
業
を

ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
く
の
か
。

　
　
北
陸
新
幹
線
開
業
以
降
に
当
市
に

進
出
し
た
Ｉ
Ｔ
企
業
17
社
の
う
ち
、
同

地
区
に
は
８
社
が
立
地
し
て
い
る
。
Ｉ

Ｔ
人
材
の
育
成
に
も
貢
献
い
た
だ
く
な

ど
、
地
域
Ｄ
Ｘ
を
け
ん
引
し
て
い
く
貴

重
な
担
い
手
と
し
て
期
待
し
て
い
る
。

今
こ
そ
好
機
と
捉
え
新
た
な
観
光
施
策
の
取
組
を
！

　
　
上
越
妙
高
駅
を
基
点
と
し
た
観
光
の
取
組
は
。

　
　
上
越
妙
高
駅
は
、
当
市
の
観
光
施
策
を
進
め
る
上

で
重
要
な
起
点
に
な
る
と
認
識
し
て
い
る
。
令
和
８
年

度
は
、
デ
ー
タ
分
析
や
民
間
事
業
者
と
の
意
見
交
換
を

踏
ま
え
、
観
光
施
策
の
検
討
を
進
め
る
。
さ
ら
に
、
上

越
妙
高
駅
が
当
市
の
玄
関
口
に
と
ど
ま
ら
ず
、
妙
高
エ

リ
ア
や
佐
渡
へ
の
旅
の
起
点
と
し
て
も
選
ば
れ
る
よ
う
、

県
や
他
市
等
と
連
携
し
て
取
組
を
進
め
て
い
く
。

　
　
若
年
女
性
流
出
の
対
策
と
方
向
性
を
聞
き
た
い
。

　
　
令
和
４
年
以
降
、
15
歳
か
ら
24
歳
ま
で
の
年
齢
層

で
は
毎
年
３
０
０
人
前
後
の
転
出
超
過
が
続
い
て
い
る
。

今
後
、
女
性
や
若
者
の
声
を
集
め
、
リ
ス
キ
リ
ン
グ
機

会
の
提
供
な
ど
総
合
的
な
対
策
を
着
実
に
講
じ
て
い
く
。

　
　
県
や
近
隣
自
治
体
と
の
連
携
や
取
組
は
ど
う
か
。

　
　
情
報
共
有
や
意
見
交
換
を
行
っ
て
い
く
。

　
　
若
年
女
性
を
取
り
巻
く
性
別
役
割
分
担
意
識
や
ア

ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス
（
無
意
識
の
思
い
込
み
や

偏
見
）
の
解
消
の
た
め
ど
う
取
り
組
ん
で
い
る
か
。

　
　
市
民
向
け
の
講
座
や
パ
ネ
ル
展
な
ど
女
性
が
活
躍

で
き
る
社
会
に
向
け
た
取
組
を
行
い
、
そ
の
結
果
「
夫

は
外
で
働
き
、
妻
は
家
庭
を
守
る
べ
き
で
あ
る
」
と
い

う
考
え
方
に
「
反
対
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
反
対
」
と

回
答
し
た
割
合
は
、
平
成
14
年
の
39
・
９
％
か
ら
、
令

和
３
年
は
67
・
２
％
に
増
加
し
た
。
今
後
も
、
誰
も
が

能
力
を
発
揮
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
く
。

大
雪
時
の
高
齢
者
等
へ
の
支
援
を
も
っ
と
手
厚
く

　
　
要
援
護
世
帯
除
雪
費
助
成
制
度
の
対
象
と
な
ら
な

か
っ
た
高
齢
者
は
、
自
分
で
除
雪
せ
ざ
る
を
得
ず
大
変

苦
労
し
て
い
る
と
聞
く
。
対
象
要
件
等
の
拡
充
を
含
め
、

制
度
の
あ
り
方
を
検
討
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
大
雪
に
関
す
る
困
り
感
な
ど
を
把
握
す
る
中
で
、

市
民
に
寄
り
添
っ
た
支
援
の
在
り
方
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
セ
ン
タ
ー
病
院
の
改
築

は
拙
速
に
進
め
る
べ
き
で
は

な
い
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
地
域
医
療
構
想
の
議
論

を
見
極
め
つ
つ
、
改
築
を
進

め
る
。

　
　
財
政
計
画
等
と
の
整
合

性
を
十
分
確
保
で
き
る
の
か
。

　
　
収
支
改
善
と
事
業
費
縮

減
で
財
政
負
担
の
軽
減
を
図

る
。公

の
施
設
削
減
の
優
先
順
位
は

　
　
人
口
減
少
が
進

む
中
、
６
１
２
あ
る

施
設
を
削
減
す
る
優

先
順
位
は
ど
う
か
。

　
　
施
設
集
約
や
適

正
配
置
の
取
組
に
よ

り
持
続
可
能
な
運
営

を
進
め
る
。

赤
字
が
続
く
単
年
度
収
支
の
改
善
を

　
　
赤
字
が
続
く
単
年
度
収
支
の
改
善
策
を
聞
き
た
い
。

　
　
確
実
な
歳
入
確
保
と
歳
出
抑
制
に
よ
り
、
持
続
可

能
な
財
政
運
営
を
図
る
。

　
　
市
内
の
住
宅
に
お
け
る
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
設
置

に
つ
い
て
、
市
民
へ
の
周
知
啓
発
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。
他
自
治
体
で
は
、
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
設
置

に
対
す
る
補
助
制
度
が
広
が
っ
て
い
る
が
、
当
市
で
も

導
入
を
検
討
し
て
い
る
か
。

　
　
上
越
地
域
消
防
局
と
連
携
し
て
、
防
災
イ
ベ
ン
ト

で
の
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
デ
モ
機
の
展
示
や
、
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
等
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
周
知
、
更
に
は
住
宅

連
た
ん
地
区
で
の
防
火
座
談
会
の
開
催
を
通
じ
て
、
感

震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
仕
組
み
や
有
効
性
を
説
明
す
る
な
ど
、

普
及
啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
引
き
続
き
、
国
や
県

の
動
向
を
踏
ま
え
つ
つ
、
高
齢
者
世
帯
や
要
配
慮
者
世

帯
へ
の
支
援
も
含
め
、
補
助
制
度
の
必
要
性
や
あ
り
方

に
つ
い
て
研
究
し
て
い
く
。

Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
定
期
接
種
の
対
応
は

　
　
国
が
進
め
る
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接
種
化
に
つ
い
て
、

市
民
へ
の
周
知
と
い
っ
た
接
種
体
制
の
準
備
状
況
に
つ

い
て
聞
き
た
い
。

　
　
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接
種
を
希
望
さ

れ
る
方
が
、
時
期
を
逸
す
る
こ
と
な
く
接
種
で
き
る
よ

う
、
母
子
健
康
手
帳
の
交
付
に
合
わ
せ
て
接
種
勧
奨
を

行
う
ほ
か
、
既
に
手
帳
を
お
持
ち
の
方

に
は
、
順
次
、
勧
奨
通
知
を
送
付
す
る

な
ど
、
様
々
な
機
会
を
捉
え
、
周
知
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

橋
本　
洋
一
（
久
比
岐
野
）

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
で

地
域
活
性
化
を

江
口　
修
一
（
久
比
岐
野
）

上
越
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー

病
院
改
築
の
方
向
性
は

櫻
庭　
節
子
（
み
ら
い
）

特
別
豪
雪
地
帯

「
上
越
市
」
の
使
命
は

平
原　
留
美
（
つ
な
ぐ
）

デ
ジ
タ
ル
の
力
で

地
域
の
課
題
を
解
決
！

宮
﨑　
朋
子
（
つ
な
ぐ
）

若
年
女
性
の
市
外
流
出

対
策
と
方
向
性
は

山
田　
忠
晴
（
公
明
党
）

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
普
及

促
進
に
向
け
た
取
組
を

上越サイクルフェスタの様子
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柿
崎
小
学
校
に
統
合
さ
れ
る
予
定
の
上
下
浜
小
学

校
区
と
下
黒
川
小
学
校
区
の
児
童
の
通
学
方
法
は
、
ス

ク
ー
ル
バ
ス
が
適
当
と
考
え
る
が
、
今
後
の
検
討
方
法

と
決
定
時
期
を
聞
き
た
い
。

　
　
登
下
校
の
安
全
確
保
を
最
優
先
に
し
な
が
ら
、
片

道
の
通
学
距
離
が
３
㎞
以
上
を
目
安
と
し
て
、路
線
バ
ス
や

鉄
道
な
ど
、
既
存
の
公
共
交
通
機
関
の
活
用
を
検
討
し
、

活
用
で
き
な
い
場
合
に
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
利
用
を
検

討
す
る
。
下
黒
川
小
学
校
、
柿
崎
小
学
校
に
お
い
て
、

ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
よ
る
通
学
と
な
っ
て
い
る
状
況
も
踏

ま
え
な
が
ら
、
令
和
８
年
８
月
頃
に
、
保
護
者
、
後
援

会
の
代
表
者
等
で
組
織
す
る
統
合
実
行
委
員
会
に
通
学

方
法
の
案
を
示
し
て
決
定
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
　
多
く
の
廃
校
舎
が
未
活
用
状
態
で
あ
る
現
状
を
踏

ま
え
る
と
、
統
合
後
に
お
け
る
廃
校
舎
の
利
活
用
に
つ

い
て
今
か
ら
検
討
し
、
利
活
用
が
決
ま
る
ま
で
寄
り
添

う
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
市
長
部
局
と
連
携
し
て
積
極
的

に
利
活
用
を
検
討
し
て
お
り
、
ま
ず

は
、
行
政
目
的
と
し
て
他
の
用
途
へ

転
用
す
る
取
組
を
進
め
て
い
る
。
行

政
目
的
へ
の
転
用
が
な
さ
れ
な
い
場

合
に
は
、
地
元
か
ら
の
声
を
く
み
取

り
、
校
舎
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
等
の
施
設

の
利
活
用
、
施
設
内
の
必
要
な
ス

ペ
ー
ス
の
活
用
を
進
め
て
い
く
。

　
　
江
戸
幕
府
公
式
の
歴
史
書
「
後
鑑
」
で
は
、
謙
信

公
は
足
利
将
軍
と
同
じ
紋
、
す
な
わ
ち
五
七
桐
よ
り
格

上
の
菊
桐
紋
を
賜
っ
た
と
さ
れ
る
。
こ
れ
は
皇
室
（
場

合
に
よ
っ
て
は
帝
・
エ
ン
ペ
ラ
ー
）
を
意
味
し
、
令
和

７
年
12
月
定
例
会
に
お
け
る
一
般
質
問
の
内
容
を
踏
ま

え
る
と
、
高
田
城
は
北
極
星
、
龍
、
エ
ン
ペ
ラ
ー
の
３

つ
の
シ
ン
ボ
ル
で
設
計
さ
れ
、
お
城
の
サ
イ
ズ
も
踏
ま

え
る
と
中
国
の
紫
禁
城
を
念
頭
に
建
設
さ
れ
た
こ
と
が

わ
か
る
。
前
回
、
高
田
城
と
江
戸
城
が
一
対
の
城
で
あ

る
こ
と
を
説
明
し
た
が
、
古
代
中
国
の
思
想
で
北
斗
七

星
の
上
に
は
北
辰
が
君
臨
す
る
と
さ
れ
、
こ
こ
で
北
辰

は
謙
信
公
で
、
謙
信
公
は
龍
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
江
戸

城
の
北
の
空
に
謙
信
公
が
龍
と
な
っ
て
君
臨
し
、
江
戸

を
守
護
す
る
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

エ
ン
タ
メ
業
界
か
ら
は
漫
画
ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ル
の
元
ネ

タ
と
聞
い
て
い
る
が
、
街
づ
く
り
に
活
か
せ
な
い
か
。

　
　
ス
ト
ー
リ
ー
、
物
語
性
は
大
切
に
し
た
い
。

　
　
歴
史
資
源
の
活
用
を
お
願
い
し
た
い
。 

　
　
当
市
は
豊
か
な
歴
史
と
県
内
最
多
の
指
定
文
化
財

を
有
す
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
保
存
・
継
承
と
活
用
の
た

め
に
国
の
法
定
計
画
で
あ
る
「
文
化
財
保
存
活
用
地
域

計
画
」
を
策
定
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
文
化
財
の
保
護
や
活
用
を
取
り
巻
く
環
境
が
厳
し

さ
を
増
す
中
、
計
画
策
定
の
必
要
性
は
認
識
し
て
い
る

が
、
策
定
に
あ
た
っ
て
は
様
々
な
課
題
が
あ
り
、
現
段

階
で
は
早
急
に
策
定
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。
当

面
は
「
歴
史
文
化
基
本
構
想
」
に
則
り
、「
第
３
次
総
合

教
育
プ
ラ
ン
」
を
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
と
し
て
位
置
付

け
、
施
策
を
推
進
す
る
。
ま
た
、
基
本
構
想
に
不
足
し

て
い
る
文
化
財
の
防
災
・
減
災
対
策
や
被
災
時
の
対
応

等
に
つ
い
て
は
、
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
を
契
機
に

専
門
家
か
ら
助
言
を
い
た
だ
き
対
策
を
進
め
て
い
る
。

名
立
区
の
小
水
力
発
電
事
業
の
意
義
は

　
　
名
立
区
に
お
け
る
民
間
主
導
の
地
域
資
源
を
活
用

し
た
小
水
力
発
電
事
業
の
意
義
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

　
　
令
和
７
年
に
発
足
し
た
会
社
は
「
豊
か
な
ふ
る
さ

と
の
森
と
水
を
未
来
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
活
か

す
」
と
の
事
業
目
的
を
掲
げ
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
活
用
し
た
中
山
間
地
域
の
自
立
と
振
興
、
地
域
の

特
性
を
い
か
し
た
脱
炭
素
社
会
づ
く
り
へ
の
寄
与
を
目

指
し
て
お
り
、
多
様
な
効
果
が
期
待
で
き
る
。
今
後
も

様
々
な
側
面
的
支
援
に
取
り
組
む
。

　
　
市
は
、
大
潟
工
業
団
地
の
整
備
と
合
わ
せ
、
新
た

な
工
業
団
地
の
整
備
方
針
を
策
定
す
る
と
し
て
い
る
が
、

未
だ
策
定
し
て
い
な
い
。
い
つ
策
定
す
る
の
か
。
ま
た
、

策
定
に
時
間
を
要
す
る
理
由
は
何
か
。

　
　
候
補
地
に
お
け
る
都
市
計
画
法
や
農
振
法
な
ど
土

地
利
用
に
関
す
る
法
規
制
に
つ
い
て
、
関
係
機
関
と
協

議
・
調
整
を
進
め
て
い
る
。
し
か
し
、
協
議
に
は
一
定

の
時
間
を
要
す
る
た
め
、
現
時
点
で
策
定
時
期
を
示
す

こ
と
は
難
し
い
状
況
に
あ
る
。

　
　
企
業
の
堅
調
な
立
地
ニ
ー
ズ
を
受
け
、
工
業
用
地

の
確
保
は
急
務
で
あ
り
、
農
振
法
な
ど
の
規
制
解
除
を

市
長
自
ら
知
事
に
お
願
い
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
土
地
利
用
の
規
制
解
除
は
困
難
な
案
件
で
あ
る
が
、

工
業
用
地
の
確
保
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
必
要
な
場

面
が
あ
れ
ば
私
が
先
頭
に
立
ち
交
渉
を
進
め
る
。

黒
井
藤
野
新
田
線
の
整
備
促
進
を

　
　
黒
井
藤
野
新
田
線
は
、
県
と
市
が
そ
れ
ぞ
れ
の
施

工
区
間
を
整
備
し
開
通
を
目

指
す
と
し
て
い
る
が
、
市
施

工
区
間
の
開
通
時
期
を
聞
き

た
い
。

　
　

令
和
10
年
代
半
ば
の

開
通
を
目
指
し
て
整
備
を
進

め
て
い
く
。

　
　
端
末
導
入
か
ら
５
年
間
の
学
習
面
で
の
成
果
は
。

　
　
自
分
や
他
者
の
考
え
を
整
理
・
深
化
さ
せ
る
効
果

的
な
活
用
方
法
に
よ
る
「
学
び
の
深
ま
り
」、
理
科
で
の

植
物
の
成
長
観
察
や
、
体
育
で
の
動
き
の
相
互
確
認
を

練
習
に
活
か
す
な
ど
「
学
び
の
プ
ロ
セ
ス
の
蓄
積
」、
大

雪
等
災
害
時
で
も
自
宅
で
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
学
習
機

会
の
確
保
と
い
っ
た
「
学
び
の
保
障
」
な
ど
、
大
き
く

３
つ
の
成
果
が
あ
っ
た
と
考
え
る
。

　
　
デ
ジ
タ
ル
環
境
の
拡
大
に
伴
う
児
童
生
徒
の
精
神

面
・
生
徒
指
導
上
の
課
題
や
対
策
は
ど
う
か
。

　
　
家
庭
で
の
生
活
習
慣
づ
く
り
の
啓
発
や
、
保
護
者

と
連
携
し
た
デ
ジ
タ
ル
利
用
の
ル
ー
ル
作
り
、
学
校
保

健
委
員
会
等
で
の
情
報
提
供
を
通
じ
、
児
童
生
徒
・
保

護
者
の
意
識
向
上
に
努
め
る
。

小
学
校
の
給
食
費
無
償
化
――
食
の
質
を
ど
う
守
る
？

　
　
「
無
償
化
」
そ
の
も
の
よ
り
、
給
食
の
質
の
担
保

や
地
産
地
消
等
を
望
む
保
護
者
の
声
も
多
い
が
、
国
の

基
準
額
を
上
回
る
分
の
負
担
に
つ
い
て
市
の
考
え
は
。

　
　
令
和
８
年
度
の
給
食
費
無

償
化
は
国
の
施
策
で
あ
り
、
食

材
費
の
差
額
を
含
め
国
の
責
任

と
し
て
行
う
べ
き
と
考
え
、
国

へ
要
望
し
て
い
く
。
給
食
の
質

の
担
保
や
地
産
地
消
、
食
育
の

取
組
等
を
引
き
続
き
推
進
す
る
。

　
　
行
き
過
ぎ
た
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
が
原
因
と
な
り
、

所
得
格
差
を
広
げ
、
働
き
方
の
不
安
定
化
や
、
都
市
部

へ
の
人
口
集
中
を
招
き
、
生
活
費
や
教
育
費
の
高
騰
、

晩
婚
化
・
非
婚
化
を
促
進
し
て
少
子
化
を
も
た
ら
し
て

い
る
。
当
市
の
合
計
特
殊
出
生
率
が
、
他
市
や
県
平
均

と
比
較
し
て
高
め
に
算
出
さ
れ
る
の
は
、
若
い
女
性
の

流
出
に
起
因
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
少
子
化
対
策
の
見

直
し
を
図
り
、
結
婚
支
援
に
注
力
し
て
い
く
べ
き
で
あ

る
。
若
者
が
経
済
的
な
理
由
で
結
婚
を
あ
き
ら
め
る
こ

と
が
な
い
よ
う
、
若
者
奨
学
金
返
還
支
援
助
成
金
の
適

用
範
囲
を
上
越
出
身
者
や
在
住
者
だ
け
で
な
く
、
そ
れ

ら
の
結
婚
相
手
ま
で
拡
大
し
、
若
者
の
Ｕ
タ
ー
ン
や
Ｉ

タ
ー
ン
を
促
進
し
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、
国
の
結
婚
新

生
活
支
援
事
業
を
当
市
で
も
採
用
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
若
者
奨
学
金
返
還
支
援
助
成
金
は
、
利
用
者
等
の

実
態
の
精
査
や
公
平
性
、
該
当
す
る
対
象
者
数
の
見
通

し
、
他
の
移
住
支
援
制
度
と
の
関
係
性
や
効
果
な
ど
も

勘
案
し
な
が
ら
、
要
件
緩
和
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
く
。

結
婚
新
生
活
支
援
事
業
は
、
政
策
目
的
は
異
な
る
も
の

の
、
若
者
夫
婦
も
利
用
で
き
る
類
似
の
取
組
を
行
っ
て

き
た
こ
と
か
ら
実
施
し
て
こ
な
か
っ
た
が
、
今
後
は
既

存
制
度
と
の
関
係
性
や
事
業
効
果
、
将
来
に
わ
た
る
財

政
負
担
等
を
踏
ま
え
、
導
入
に
つ
い
て
見
極
め
て
い
く
。

若
者
の
定
住
や
結
婚
に
向
け
た
支
援
に
つ
い
て
は
、
若

者
一
人
一
人
に
寄
り
添
っ
た
き
め
細
や
か
な
支
援
と
な

る
よ
う
、
制
度
の
拡
充
等
を
検
討
し
て
い
く
。

牧
井　
邦
生
（
み
ら
い
）

江
戸
城
の
北
の
空
、
龍
と

な
っ
て
君
臨
す
る
謙
信
公

新
た
な
工
業
団
地
の

整
備
方
針
は

飯
塚　
義
隆
（
久
比
岐
野
）

髙
橋　
浩
輔
（
み
ら
い
）

「
文
化
財
保
存
活
用
地
域

計
画
」
の
策
定
を
！

宮
川　
大
樹
（
無
所
属
）

廃
校
舎
は
放
置
せ
ず
、

行
政
の
責
任
で
管
理
を

渡
邉　
希
（
参
政
党
）

本
気
で
少
子
化
を
止
め
る

た
め
結
婚
支
援
の
拡
充
を

ス
ト
ラ
ッ
ト
ン
恵
美
子（
久
比
岐
野
）

ど
う
な
る
？
次
世
代
教
育

ネ
ク
ス
ト
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
構
想

令和 8年１月トキっ子クラブ様の協力で県内有
志の女性議員 8名で保護者へ学校給食に関する
アンケートを実施
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上
越
地
域
の
地
盤
沈
下
対
策
は
、
現
在
県
の
権
限

下
に
あ
る
。
異
常
気
象
が
頻
発
す
る
現
状
を
踏
ま
え
る

と
、
市
民
に
最
も
身
近
な
市
が
独
自
条
例
を
制
定
し
、

柔
軟
に
水
資
源
を
規
制
で
き
る
権
限
と
体
制
を
持
つ
こ

と
が
合
理
的
と
考
え
る
が
、
市
長
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

　
　
市
独
自
の
条
例
制
定
や
権
限
移
譲
の
実
現
に
は
、

県
と
の
役
割
整
理
、
妙
高
市
や
協
議
会
へ
の
影
響
、
専

門
人
材
の
確
保
、
監
視
・
観
測
体
制
の
整
備
な
ど
、
財

源
を
含
め
多
く
の
課
題
が
あ
る
。
一
方
で
、
渇
水
や
豪

雪
時
に
市
民
生
活
や
産
業
を
守
る
た
め
、
地
下
水
資
源

を
主
体
的
に
管
理
で
き
る
体
制
整
備
は
重
要
と
認
識
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
実
現
可
能
性
を
見
据
え
て
、
ま
ず

は
県
と
の
意
見
交
換
の
場
を
設
け
、
研
究
を
進
め
る
。

地
籍
調
査
と
３
Ｄ
都
市
モ
デ
ル
の
推
進
を

　
　
上
越
市
の
発
展
に
は
、「
地
籍
調
査
」
と
「
３
Ｄ
都

市
モ
デ
ル
」
の
推
進
が
不
可
欠
で
は
な
い
か
。

　
　
地
籍
調
査
に
つ
い
て
は
、
地
元
測
量
事
業
者
で
構

成
す
る
「
上
越
地
区
地
籍
調
査
推
進
委
員
会
」
と
意
見

交
換
を
重
ね
、
調
査
方
法
や
事
業
規
模
の
検
討
を
深
め

て
い
る
。
市
と
し
て
は
関
係
機
関
と
連
携
し
、
推
進
方

法
の
研
究
を
進
め
て
い
く
。
３
Ｄ
都
市
モ
デ
ル
の
整
備

拡
大
に
つ
い
て
は
、
費
用
面
や
公
開
後
も
最
新
状
態
を

維
持
す
る
た
め
に
高
度
な
専
門
性
が
必
要
と
な
る
な
ど

課
題
が
多
い
。
活
用
方
策
や
整
備
範
囲
の
必
要
性
も
含

め
、
引
き
続
き
研
究
を
進
め
て
い
く
。

　
　
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
等
利
用
支
援
補
助
金
の
利
用
状

況
と
、
制
度
の
変
遷
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

　
　
平
成
28
年
度
の
創
設
当
初
、
申
請
者
数
は
毎
年
５

人
未
満
で
推
移
し
て
い
た
が
、
令
和
４
年
度
か
ら
令
和

６
年
度
に
か
け
て
所
得
要
件
を
段
階
的
に
緩
和
し
た
結

果
、
申
請
者
数
が
増
加
し
、
保
護
者
か
ら
利
用
を
希
望

さ
れ
る
新
た
な
施
設
数
も
増
え
て
い
る
。

　
　
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
等
利
用
支
援
補
助
金
交
付
要
綱

に
お
け
る
「
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
等
」
の
認
定
に
つ
い
て
、

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
点
を
考
慮
し
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
一
度
認
定
を
受
け
た
後
の
再
確
認
や
、
認
定
の
頻

度
は
ど
の
程
度
の
間
隔
で
行
っ
て
い
る
の
か
。
特
段
の

協
議
が
な
い
ま
ま
継
続
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
こ
と
は
な

い
の
か
、
実
態
を
聞
き
た
い
。

　
　
令
和
６
年
度
か
ら
、
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
準
じ

た
運
営
体
制
や
支
援
内
容
の
要
件
を
複
数
設
け
て
い
る
。

新
規
申
請
が
あ
っ
た
施
設
は
、
現
地
で
運
営
実
態
を
直

接
確
認
し
、
教
育
委
員
会
と
し
て
適
当
と
認
め
た
施
設

の
利
用
を
希
望
す
る
申
請
に
つ
い
て
、
補
助
金
の
交
付

決
定
を
行
っ
て
い
る
。
認
定
後
の
再
確
認
の
頻
度
は
、

現
時
点
で
明
確
な
基
準
は
な
い

が
、
補
助
対
象
と
し
て
の
適
格

性
の
再
確
認
が
必
要
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
今
後
は
必
要
に
応
じ

て
現
地
調
査
等
の
実
施
を
検
討

す
る
。

　
　
近
年
、
全
国
的
に
訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の

閉
鎖
が
相
次
ぎ
、
制
度
の
崩
壊
危
機
に
瀕
し
て
い
る
。

当
市
も
例
外
で
は
な
い
が
、
在
宅
介
護
を
支
え
る
最
後

の
砦
で
あ
る
本
制
度
の
維
持
の
た
め
、
国
に
対
し
て
基

本
報
酬
の
再
引
き
上
げ
や
、
豪
雪
地
域
等
の
実
情
に

合
っ
た
ヘ
ル
パ
ー
の
移
動
時
間
の
報
酬
化
、
燃
料
費
支
援

な
ど
を
求
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
事
業
者
の

声
を
よ
く
聞
い
た
上
で
市
独
自
の
上
乗
せ
支
援
も
行
う

べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
長
引
く
物
価
高
騰
や
人
材

不
足
な
ど
の
影
響
を
受
け
、
訪

問
系
・
通
所
系
・
施
設
系
を
問

わ
ず
、
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

市
内
に
は
４
２
１
人
の
ヘ
ル

パ
ー
が
勤
務
し
て
お
り
、現
時
点

で
は
訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
空

白
エ
リ
ア
は
生
じ
て
い
な
い
が
、

約
４
割
の
事
業
所
で
は
ヘ
ル
パ
ー
増
員
を
希
望
し
て
お

り
、
人
材
不
足
で
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。
ま
た
、
基
本

報
酬
が
引
き
下
げ
ら
れ
た
こ
と
で
、
収
入
面
の
厳
し
さ

が
増
し
て
い
る
ほ
か
、
広
大
な
市
域
、
豪
雪
な
ど
の
条

件
も
あ
り
、
そ
の
影
響
は
一
層
深
刻
で
あ
る
。
移
動
に

片
道
30
分
以
上
要
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
基

本
報
酬
の
見
直
し
を
は
じ
め
、
移
動
時
間
の
報
酬
へ
の

反
映
や
、
燃
料
費
高
騰
へ
の
対
応
、
職
員
の
処
遇
改
善

な
ど
、
必
要
な
措
置
を
国
に
働
き
掛
け
て
い
く
。

　
　
町
内
会
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
は
、
順
次
寿
命
を
迎
え

る
が
、そ
の
更
新
費
用
に
つ
い
て
、ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　
　
現
行
の
要
綱
に
基
づ
き
各
町
内
会
に
お
願
い
す
る
。

　
　
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
よ
る
電
気
代
の
節
約
額
は
い
く
ら
か
。

　
　
年
間
約
３
７
０
０
万
円
に
な
る
。

　
　
そ
の
分
を
補
助
に
回
せ
な
い
か
。

　
　
相
当
額
の
財
政
出
動
に
な
り
、
見
込
め
な
い
。

　
　
憲
法
や
他
の
法
律
か
ら
考
え
る
と
、
防
犯
灯
の
設

置
や
管
理
は
行
政
の
役
割
で
は
な
い
か
。

　
　
防
犯
灯
は
町
内
会
自
ら
が
地
域
の
実
情
に
応
じ
て

設
置
場
所
等
を
判
断
し
、
維
持
管
理
が
図
ら
れ
て
い
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
　
防
犯
灯
の
所
有
権
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。

　
　
町
内
会
設
置
の
も
の
は
町
内
会
に
帰
属
し
て
い
る
。

　
　
仮
に
落
下
事
故
な
ど
が
起
こ
る
と
、
町
内
会
が
所

有
者
責
任
を
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
際
、
全
責

任
を
町
内
会
に
負
わ
せ
る
こ
と
に
な
る
の
は
あ
ま
り
で

は
な
い
か
。

　
　
そ
の
点
は
承
知
し
て
い
な
い
。

　
　
こ
の
よ
う
に
、
公
平
性
や
公
共
イ
ン
フ
ラ
の
責
任
、

事
故
が
あ
っ
た
場
合
な
ど
、
様
々
な
こ
と
を
考
え
る
と
、

や
は
り
行
政
が
責
任
を
負
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
市
民
の
安
心
安
全
の
確
保
は
行
政
が
な
す
べ
き
第

一
の
課
題
で
あ
る
。
町
内
会
に
も
変
化
が
起
こ
っ
て
お

り
、
各
地
で
様
々
な
や
り
方
を
や
っ
て
い
る
こ
と
も
事

実
で
あ
る
。
そ
れ
ら
を
勘
案
し
な
が
ら
研
究
し
た
い
。

　
　
市
長
が
考
え
る
観
光
の
取
組
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

施
策
に
よ
り
、
当
市
の
自
然
の
美
し
さ
や
魅
力
あ
る
資

源
を
活
か
し
て
誘
客
を
進
め
る
と
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で

の
通
年
観
光
計
画
の
主
要
な
事
業
で
あ
る
「
高
田
・
直

江
津
・
春
日
山
」
は
ど
う
な
る
の
か
。
中
止
や
縮
小
も

あ
る
の
か
。
13
区
の
観
光
施
策
は
ど
う
進
め
る
か
。

　
　
13
区
を
含
む
市
全
体
の
多
様
な
魅
力
を
最
大
限
引

き
出
せ
る
よ
う
、
費
用
対
効
果
や
優
先
順
位
を
精
査
し

な
が
ら
事
業
の
必
要
性
を
判
断
し
た
い
。

　
　
市
長
が
変
わ
っ
た
が
、西
の
拠
点
で
あ
る

「
う
み
て
ら
す
名
立
」
の
老
朽
化
に
伴
う
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
計
画
は
今
後
ど
う
な
る
の
か
。

　
　
令
和
12
年
頃
を
目
途
に
大
規
模
改
修
す

る
従
来
の
方
針
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
に
向
け
た
取
組
を
着
実
に
進
め
て
い
く
。

市
役
所
木
田
庁
舎
の
市
民
ホ
ー
ル
に
賑
わ
い
を
！

　
　
１
階
ホ
ー
ル
は
吹
き
抜
け
の
開
放
的
な
空
間
で
あ

る
が
、
現
在
活
気
に
乏
し
い
。
テ
ー
ブ
ル
や
椅
子
の
増

設
、
Ｂ
Ｇ
Ｍ
を
導
入
し
、
市
民
や
職

員
が
共
に
利
用
で
き
る
ラ
ウ
ン
ジ

に
し
て
、
市
民
の
憩
い
の
場
・
交
流

の
場
と
し
て
整
備
で
き
な
い
か
。

　
　
趣
旨
に
全
く
同
感
す
る
。
で
き

る
こ
と
か
ら
着
手
し
、
計
画
的
に
実

施
の
検
討
を
進
め
て
い
く
。

　
　
既
存
施
設
の
廃
止
等
に
伴
い
、
指
定
避
難
所
と
し

て
の
使
用
が
で
き
な
く
な
る
場
合
の
対
応
を
聞
き
た
い
。

　
　
施
設
の
収
容
能
力
や
移
動
距
離
を
考
慮
し
、
適
当

な
公
共
施
設
を
新
た
に
指
定
す
る
。
見
つ
か
ら
な
い
場

合
は
、
代
替
と
な
る
既
存
の
指
定
避
難
所
へ
の
避
難
経

路
や
避
難
方
法
を
地
域
住
民
に
提
案
し
、
変
更
す
る
。

　
　
新
潟
労
災
病
院
閉
院
後
に
お
け
る
、
直
江
津
駅
南

地
区
の
避
難
場
所
確
保
に
向
け
た
取
組
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
候
補
施
設
の
現
地
調
査
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

地
元
企
業
や
関
係
町
内
会
と
協
議
を
行
い
、
民
間
施
設

や
町
内
会
館
を
新
た
に
指
定
で
き
る
よ
う
調
整
を
進
め

て
い
る
。
合
意
形
成
に
向
け
、
調
整
を
一
層
加
速
す
る
。

小
木
直
江
津
航
路
の
活
性
化
を
！

　
　
航
路
の
利
用
促
進
や
上
越
市
と
佐
渡
市
の
観
光
振

興
を
目
指
し
、
両
市
議
会
で
「
越
佐
小
木
直
江
津
航
路

振
興
議
員
連
盟
」
を
設
立
し
た
。
市
と
議
連
の
連
携
、

小
木
直
江
津
航
路
に
対
す
る
市
長
の
思
い
を
聞
き
た
い
。

　
　
小
木
直
江
津
航
路
は
経
営
面
で
厳
し
い
状
況
が
続

い
て
い
る
が
、「
佐
渡
島
の
金
山
」
世
界
文
化
遺
産
登
録

や
、
民
間
事
業
者
の
参
入
に
よ
る
佐
渡
汽
船
経
営
の
改

善
な
ど
に
よ
り
、
新
た
な
動
き
も
生

ま
れ
て
い
る
。
小
木
直
江
津
航
路
は

地
域
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
存

在
で
あ
り
、
議
会
と
共
に
、
活
性
化

に
向
け
力
強
く
取
り
組
ん
で
い
く
。

上
野　
公
悦（
日
本
共
産
党
議
員
団
）

訪
問
介
護
事
業
の

処
遇
改
善
を

山
本　
佳
洋
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
の

適
切
な
認
定
を

滝
沢　
一
成
（
無
所
属
）

地
下
水
保
全
の
権
限
移
譲

県
に
求
め
て
は

安
田　
佳
世
（
久
比
岐
野
）

施
設
廃
止
後
の
新
た
な

指
定
避
難
所
の
選
定
は
？

高
山　
ゆ
う
子
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

当
市
の
観
光
施
策

今
後
の
行
方
は
？

平
良
木　
哲
也（
日
本
共
産
党
議
員
団
）

防
犯
灯
の
更
新
費
用

補
助
制
度
を

( 私が考える１階市民ホールのイメージ )
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政策力の強化 主権者の参画 議会機能の強化

新しい技術も活用しながら、
政策形成・政策提言を
議会として行う

主権者である住民の意見を
政策に反映させる仕組みの

構築と実践

二元代表制の一翼を担う機関
として、事務局を含めた
議会全体の機能の強化

● 3 つの柱

意見交換会

・委員会等に伝える

・行政側に伝える

・全議員に伝える

出た意見に対する
議会としての対応方針の決定

ホームページへの公表

総括質疑 ６月１０日㊌
委 員 会 ６月１１日㊍ ～ １６日㊋
一般質問 ６月１７日㊌ ～ ２２日㊊

採 決 ６月２４日㊌

議会に行って傍聴する

●本会議の受付
市役所６階傍聴席前で
傍聴受付票に記入してから入室する。

●各委員会の受付
市役所５階委員会室に入室し、
傍聴受付票に記入する。

ライブ配信・録画を見る

●本会議の配信
専用サイトでライブ配信と
過去の動画を配信しています。

●各委員会の配信
YouTube でライブ配信と
過去の動画を配信しています。

㊌

※日程は変更となる可能性があります。詳しくは、ホームページをご覧ください。

　早稲田大学デモクラシー創造研究所が昨年実施した議会改革度調査のランキングが発表さ
れました。議会改革度調査とは、地域経営の観点から議会が果たすべき役割を 3つの柱（政策
力の強化、主権者の参画、議会機能の強化）で数値化し、ランキング化したものです。 
　当市議会は全国 1,788 議会中、71 位（前年 121 位）、新潟県内では 1 位となりました。

　特に、意見交換会でいただいた市民意見に対し、議会としての対応方針を
決定して市議会のホームページで公表している点が高く評価されました！ 

　意見交換会を毎年 6回開
催しています。 

　市議会ホームページの
「議会報告会・意見交換会」
ページに、対応方針を含め
た意見一覧表を公表してい
ます。 
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「
被
害
の
結
果
だ
け
で
な
く
、
そ
の
豪
雪
の
中
に

住
ん
で
い
る
…
そ
れ
は
大
変
な
こ
と
で
、
そ
れ
自
体
が

災
害
で
あ
る
」
と
い
う
元
国
土
庁
長
官
の
言
葉
が
あ
る
。

豪
雪
対
策
は
こ
の
立
場
で
あ
た
る
べ
き
だ
が
、
ど
う
考

え
る
か
。

　
　
行
政
と
し
て
は
少
な
く
と
も
そ
の
よ
う
な
見
方
で

住
民
の
安
心
安
全
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
る
。

　
　
こ
れ
ま
で
旧
市
町
村
単
位
で
災
害
救
助
法
を
適
用

し
た
こ
と
は
意
義
が
あ
っ
た
と
思
う
が
、
国
は
全
市
域

を
対
象
に
適
用
し
て
も
い
い
と
し
て
い
る
。
今
冬
の
大

雪
で
は
全
市
域
に
法
を
適
用
す
る
政
治
判
断
が
必
要

だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　
　
災
害
救
助
法
の
適
用
範
囲
に
つ
い
て
は
、
適
宜
適

切
に
考
え
て
対
応
し
て
い
く
。

　
　
災
害
救
助
法
の
大
原
則
は
「
被
災
者
の
経
済
的
な

要
件
な
ど
は
必
ず
し
も
問
わ
れ
ず
、
現
に
救
助
を
要
し

て
い
る
か
ど
う
か
で
判
断
さ

れ
る
べ
き
」
で
あ
る
。
現
地

で
は
要
援
護
世
帯
だ
け
で
な

く
、
広
く
対
象
に
し
て
ほ
し

い
と
要
請
が
あ
っ
た
。
危
な

い
と
い
う
時
に
は
、
全
て
の

人
を
助
け
る
こ
と
が
大
事
で

は
な
い
か
。

　
　
そ
の
通
り
で
あ
る
。

次号は、令和８年７月 25 日発行です。

編
集
後
記

　
今
号
で
は
議
会
学
習
を
特
集
し

ま
し
た
。子
ど
も
た
ち
の
ま
っ
す
ぐ

な
ま
な
ざ
し
や
姿
に
触
れ
、議
会
の

役
割
の
重
み
を
改
め
て
感
じ
て
い

ま
す
。議
会
学
習
や
ご
意
見
を
聴
く

会
、
そ
し
て
「
か
け
は
し
」
を
通
し

て
、議
会
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ

け
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

西
沢
智
子

広
報
広
聴
委
員
会

委
員
長　
ス
ト
ラ
ッ
ト
ン
恵
美
子

副
委
員
長　
櫻
庭　
節
子

委　
　
員　
渡
邉　
希

　
　
　
　
　
降
旗　
太
地

　
　
　
　
　
西
沢　
智
子

　
　
　
　
　
山
本　
佳
洋

　
　
　
　
　
関
川　
信
之

　
　
　
　
　
小
林　
和
孝

　
　
　
　
　
上
野　
公
悦

　
　
　
　
　
渡
邉　

 

隆

橋
爪　
法
一（
日
本
共
産
党
議
員
団
）

助
け
を
求
め
る
す
べ
て
の

人
に
災
害
救
助
法
適
用
を

AAA QQQ
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